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「⼭⽚蟠桃は伊能忠敬と出会ったのか？」の追究は知的ゲームである 
 
⼭⽚蟠桃（Wikipedia）によると、⾼砂⽣まれで 1748 年−1821 年。13 歳のとき⼤阪の伯⽗
の養⼦となる。幼時から⼤阪の両替商である升屋に仕え、明和 8 年（1771 年）に 24 歳の若
さで番頭となり、傾いていた経営を軌道に乗せ、桝屋を繁盛させた。財政破綻した仙台藩に
建議し、差し⽶を利⽤し、無駄を浮かせて節約し、藩札を発⾏するなどした。その⼀⽅で学
問に励み、⼤阪町⼈・⼤阪商⼈の学塾である懐徳堂で中井⽵⼭・履軒兄弟に朱⼦学を、先事
館で⿇⽥剛⽴に天⽂を学ぶ。 
 
歴史はロマンである。特
に 確 実 な 証 拠 が な い も
の、例えば卑弥呼の邪⾺
台国はどこに？などは
類推に類推を重ねて、
⼀種の知的ゲームであ
る。考えようによって
は、確実な証拠が出て
こないほうが、歴史好
きにとっては良い状況
である。確実な証拠が
⾒いだされた時、卑弥
呼に関する興味は失わ
れるであろう。 
⼭⽚蟠桃と伊能忠敬の
話もこれに似ている。
ロマンである。答えが
ないから限りなく探し求める。弱い状況証拠でも、数がそろえば⽴派な論拠となる。記事に
よると、蟠桃の主家から伊能地図の写本が⾒つかった。まだこれだけである。この話、いま
しばらくは続くことだろう。 
しかし思うのである。近代においては、太い⼆つの直線が⼲渉しあったときには、当然そこ
から何か新しいものが⽣まれ出るのではないかと。ただ、誰かと誰かがどこかの会議場で偶
然に同じ時刻に同じ空間を占有したというだけでは意味がない。新聞記事では、この新しい
創造が何であるのかが⽰されていない。 


